
四

.

温

度

の

影

響

牛
精
轟
の
運
動
金
停
止
す
る
最
高
温
度
は
橋
氏
瓦
二
度
に
し
て
‘
最
低
温
度
は
零
下
二
度
な
り
の
而
し
て
掴
件
、
瓶
を
用
ひ

τ貯
蔵
最
適
温

度
卸
ち
生
活
持
鱒
朋
を
延
長
せ
し
む
る
掲
の
貯
載
温
度
を
験
す
る
に
‘
一
二
度
前
後
に
し

τ、
精
晶
が
活
溜
心
運
動
を
開
始
す
る
温
度
郎
ち

活
動
性
温
度
は
余

ω観
察
に
よ
れ
ば
一
五

l
一
八
度
な
り
。

五

‘

民

感

の

影

響

苛
性
曹
謹
.
重
錨
H
.

壇
酸
及
乳
酸
を
用
ひ
て
貸
験
し
た
る
結
果
に
よ
れ
ば
‘
苛
性
曹
達
.
重
曹
共
に
徹
ア
wr
カ
9
性
な
る
も
の
最
h
生
活

持
舗
朗
長
く
、
民
之
塩
酸
.
乳
酸
共
に
不
良
-L
作
用
す
。
且
つ
苛
性
曹
建
‘
重
曹

ω旬
き
ア
wr

ヵ
9
液
じ

τは
精
品
運
動

ω活
湿
度
を
促
す

事
を
観
袋
せ
り
。
叉
以
上
の
襲
物
に
付
き
運
動
向
官
瞬
間
的
じ
停
止
せ
し
む
る
限
度
を
定
め
た
り
。
向
ア

p
b
p
度
及
酸
度
の
測
定
々
も
試
み

ね
り
@
最
適
溢
度
。
苛
性
曹
遥

:
:
t
0
・0
0
三
%

重
曹

:
:
:
0
・0
0
三
%

(
以
下
蝿
行
中
の
賓
験
成
績
は
他
日
褒
表
す
る
こ
さ
ざ
す
べ
し
)

滋
賀
豚
甲
南
地
方
の
瀦
水
田
に
於
げ
る
水
稲
栽
培
ミ

風
化
凝
及
岩
施
周
三
の
関
係
に
就
い
て
員
報
第
ご

凝

灰

岩

利

用

史

椙

本

雄

光

滋
賀
際
甲
南
地
方
の
瀦
水
固
に
於
け
る
水
稲
鶏
怒
と
風
化
侵
灰
岩
施
用
と
の
関
係
に
就
い
て

一
三
五



滋
賀
麟
甲
南
地
方
の
瀦
水
田
に
於
げ
る
水
稲
鶏
績
と
風
化
援
妓
岩
施
用
と
の
闘
備
に
斌
い
て

;'c 

一
、
緒

言

滋
賀
脈
甲
南
地
δ'
じ
ゅ
h

け
る
温
埴
土
壊
の
理
化
岨
情
的
性
蹴
乙
基
因
す
る
漏
水
田
(
泌
水
田
)
に
韓
溶
せ
る
水
禍
吉
一
風
化
凝
灰
岩
ハ
4
4
2
S
2
a

2
3
拘
用
乏
の
闘
係
は
作
物
事
上
頗
る
興
味
あ
る
も
の
で
あ
り
、
質
業
上
巳
於
て
も
重
要
な
る
も
の
で
あ
る
・
か
、
之
れ
に
闘
す
る
町
究
は

極
め
て
少
〈
鴨
下
松
失
郎
氏
.
落
合
良
意
氏
等
に
撮
っ
て
行
は
れ
た
誌
岩
石

ω化
事
的
嘆
分
‘
理
由
軍
的
性
質
に
つ
い
て
の
成
績
あ
る
に
渇
ぎ

な
い
。

筆
者
は
本
地
方
清
水
田
に
於
け
る
風
化
凝
灰
岩
の
利
用
史
、
利
用
の
地
理
均
分
布
、
水
稲
に
及
依
す
形
態
事
的
影
響
.
生
理
由
惇
的
特
に
呼

吸
作
用
巳
及
ゆ
す
感

m.
経
憤
的
簡
係
等
心
闘
し
師
兜
そ
置
げ
て
居
る
が
、
接
灰
宕
の
利
用
史
じ
つ
い
て
得
た
る
結
果
を
公
表
し
楕
賢
の
叱

E
h
z受
け
た
い
さ
思
ふ
。

二
、
滋
賀
牒
甲
南
地
方
の
地
勢
地
質
土
性
の
一
般
と
稲
作
の
特
異
性
に
就
い
屯

滋
賀
賑
巾
賀
郡
は
琵
琶
湖

ω東
南
隅
に
僻
在
し
て
濁
り
瀕
湖
す
る
こ
さ
な
く
連
山
正
阜
凶
み
こ
腕
輯
し
、
諸
川
其
の
間
伝
貫
流
し
て
治
港

措
閣
内
い
平
地
を
有
す
る
の
み
で
あ
る
。
本
郡
内
じ
て
南
抽
.
臨
池
、
寺
在
.
宮
.
抽
佃
日
.
佐
山
.
大
原
の
七
ケ
村
は
南
部
に
列
す
る
を
以
て
遁

例
之
れ
が
甲
南
地
方
さ
呼
ば
れ
て
居
る
が
(
第
一
圃
参
照
)
.
南
柚
村
や
除
外
し
た
る
甲
南
地
方
の
地
質
土
他
は
主
ざ
し
て
第
三
紀
騒
凝
灰
岩

質
棟
土
が
其
の
領
域
で
あ
る
(
爾
後
地
質
感
上
便
宜
の
た
め
南
柚
村
a
q
除
外
し
て
甲
南
地
方
さ
呼
ぶ
ニ
さ
に
疎
め
断
は
っ
て
置
く
)
。
環
境
右

の
佃
〈
能
っ
て
本
地
方
の
水
稲
哉
培
形
式
は
自
ら
濁
特
な
も
の
あ
る
を
以
て
.
其
の
梗
概
L
q
紹
介
す
る
こ
さ
さ
す
る
。

第
二
遁
年
貯
水
す
る
所
欄
漏
水
固
な
る
こ
さ

水
稲
哉
培
さ
濯
概
水
問
題
さ
が
頗
る
需
緩
不
障
な
る
こ
さ
は
無
論
で
あ
る
・
か
.
叫
別
調
甲
南
山
崎
刀
は
白
線
的
事
情
極
め
て
悪
〈
横
綱
わ
ゆ
る
水



E
a
c
ヒ
9
づ
ヒ
ン
い
れ
買
り
と
カ
甘
味
き
相
E
完同

no
2
2
3
v
を
な
す
句
み
で
な
く
天
水
田
も
比
較
的
多
く
存
し
溜
概
水
が
潤
漕
で
な
い
。

加
之
一
般
に
重
粘
土
で
あ
っ
て
其
の
理
態
的
性
賦
に
由
。
乾
徹
す
れ
ば
牧
縮
岡
結
す
る
二
ざ
顕
著
な
も
の
で
あ

0
.
大
事
館

ω蝿
采
に
曾
す

れ
ば
畦
掴
.
床
暖
等
本
地
方
掲
特
の
保
水
作
業
施
行
に
英
大
な
る
鯵
力
を
要
す
る
も
の
に
し
て
自
家
努
力
の
逼
迫
セ
告
け
、
復
賞
す
る
心
室

ら
?
し
て
既
浅
田
の
能
慶
h
T
見
る
ペ

t.
最
近
に
於
て
は
大
正
十
二
一
一
ニ
の
三
ヶ
年
に
一
旦
る
大
手
勉
に
於
て
は
復
膏
工
費
ざ
し
て
農
林
省
よ

。
多
額
の
低
利
賀
金
の
融
遁
'dι

受
げ
た
の
で
あ
る
が
.
街
荒
嘩
田

ι動
A
N

さ
麹
存
す
る
の
を
認
め
る
。
き
れ
ば
本
地
方
的
水
田
一
腫
心
雨
水

成
は
河
川
の
用
水
を
冬
季
中
可
及
的
瀦
留
し
て
周
年
掠
心
多
季
は
恰
も
湖
水
中
に
部
落
が
駐
在
し
て
一
奇
観
ケ
呈
し
て
居
る
。
而
し
て
今
季

の
水
織
は
卒
均
一
喧
O
l二
主
糎
内
外
で
あ
hv、
稲
の
些
種
ち
水
中
に
於
て
行
は
れ
る
副
慢
で
あ
る
。
斯
の
如
き
現
蹴
円
い
あ
る
か
ら
貯
水
じ
闘
し

て
は
常
に
農
集
者
の
神
経
は
鋭
敏
ざ
な
り
。
之
れ
を
・
如
何
じ
恐
怖
し
促
如
何
に
重
要
院
す
る
か
は
想
像
に
齢
り
あ
る
べ
〈
.
高
畦
を
作
成
し

畦
塗
の
際
多
量
の
藁
を
使
用
し
以
て
湛
水
に
努
力
す
る
ほ
竃
に
止
む
令
得
な
い
司
』
さ
で
あ
る
。

第
二
、
連
年
水
田
に
風
化
獲
灰
岩
を
施
閉
す
る
。
こ
さ

卸
ち
山
よ
り
自
然
風
化
の
接
灰
岩
令
採
集
成
は
探
鋼
レ
血
行
葎
有
機
物
h
z
挿
入
し
て
堆
土
(
方
言
グ
?
ジ
)
さ
な
し
水
田
に
搬
入
施
用
叱
る

も
の
で
あ

0
.
遁
例
こ
の
了
作
業
に
よ
っ
て
農
業
者
の
動
情
な
表
現
す
る
恰
好
の
珂
冒
メ
タ
ー
さ
な
さ
れ
て
居
る
。

堆
土
は
晩
夏
初
秋
の
比
較
的
農
捕
閉
そ
利
用
し
て
調
製
す
る
も
の
で
め
る
が
‘
其
の
法
た
る
や
先
づ
山
腹
、
山
盤
に
崩
壊
し
白
線
的
風
化

操
作
の
施
さ
れ
た
る
凝
灰
岩
〔
第
三
国
参
照
)
ぞ
ス
コ
ッ
プ
.
唐
晶
棚
、
鋤
雄
等
を
用
ひ
て
採
掘
す
る
eq円
以

τ
一
般
ざ
し
て
ゐ
る
ハ
採
集
よ
り

施
岡
迄
的
積
算
期
間
二
年
を
要
す
〉
、
こ
の
他
自
然
風
化
物
存
せ
ず
る
揚
ム
口
〈
第
二
闘
奉
照
)
成
伏
一
楠
庚
き
畦
酔
の
一
隅
に
於
て
風
化
す
る
・
も

め
れ
積
宣
明
間
三
年
V

兎
は
犠
土
撒
λ
後
は
持
て
需
要
舗
U
渇
司
β

る

r域
同
山
市
掘
の
閉
じ
は
自
然
風
化
物
ケ
採
集
締
拾
す
る
こ
さ
が
あ
乙

滋
賀
孫
甲
南
地
方
の
瀦
水
田
に
於
け
る
氷
編
論
倍
と
風
化
凝
灰
岩
施
周
と
の
闘
係
に
蹴
い
て

一一-一七



一一一一八

(
採
集
直
後
施
周
〉
。
弐
に
直
径
一

1

一
・
五
獅
標
準
じ
風
化
せ
し
め
た
る
獲
灰
去
は
堆
積
せ
ん
さ
す
る
地
恒
に
準
備
し
‘
厚
さ
一
五

i
一
八

種
内
外
に
繍
け
、
其
の
上
に
山
野
の
雑
草
、
碕
停
.
臓
肥
等
組
大
布
機
物
六
!
九
糎
の
厚
さ
に
肱
at
良
く
踏
塵
を
加
へ
新
〈
風
化
凝
灰
岩
さ
有

機
物
さ
を
廟
吹
上
向
反
復
し
て
直
方
瞳
彬
に
交
積
す
る
こ
さ
十
居
位
に
至
っ
て
止
む
も
の
で
あ
る
。
然
れ
き
も
縫
積
本
間
狭
少
、
議
血
布
石
探

集
じ
よ
る
努
力
距
漕
等
の
聞
係
上
婦
五
圏
に
一
万
す
が
切
き
三
十
居
じ
重
ん
ざ
す
る
聾
祭
の
角
壷
杉
に
堆
積
す
る
こ
さ
が
あ
る
。
前
音
堆
土
上

に
は
蕪
脊
.
護
費
箪
等
を
立
個
的
に
議
培
す
る
妙
策
が
行
は
れ
て
居
る
。
而
し
ず
水
田
川
耕
面
積
に
勝
じ
泊
所
に
調
漉
し
た
る
大
な
る
埴
土

も
畦
塗
、
誹
伝
に
先
だ
ち
て
三
月
乃
宅
瓦
月
の
堆
土
搬
入
期
所
爾
土
入
胡
に
は
失
第
次
第
に
切
の
鰯
さ
れ
て
終
に
消
帽
す
る
。
切
の
崩
し
た

る
堆
土
は
野
参
〔
竹
な
二
等
縦
割
し
表
皮
を
上
に
断
面
を
下
巳
し
て
縄
で
結
束
す
る
d

一
荷
じ
付
き
卒
均
一
八

l
二
O
砥
内
外
盛
h

リ
遁
首
な

る
間
隔
t
q
附
奥
し
て
一

O
ア
l
y
常
二
1

ニ
・
ニ
題
内
外
水
田
じ
搬
入
す
る
。
こ

ω際
泥
沙
腔
b
T
浸
す
る
や
臼
て
、
阜
市
行
容
易
な
ら
し
め
抱

率
惜
唱
準
k
国
内
に
矯
竹
(
長
さ
六

i
八
米
.
直
恒
ニ

T
・
五
糎
の
竹
凶

i
五
本
並
ペ
七

l
一
O
箇
所
一
静
h'木
さ
縄
を
以
て
交
互
に
結
束

υ
て
製

し
、
棚
竹
.
洲
竹
.
竹
情
、
筏
等
さ
も
呼
ぶ
V

を
敷
き
踏
壷
さ
な
す
も
の
で
あ
る
。
斯

ω如
き
方
法
に
よ
っ
て
堆
土
搬
入
を
終
っ
た
な
ら
ば

畦
塗
ぞ
行
ひ
搬
入
し
た
る
擁
灰
岩
を
普

t
分
布
し
て
誹
備
に
着
手
す
る
も
の
で
あ
る
。

、
凝
灰
岩
施
用
に
闘
す
る
史
的
考
察

風
化
接
灰
岩
利
用
の
地
理
的
分
布
に
嗣
レ
て
は
後
日
評
論
す
る
も
.
第
一
国
斜
線
令
以
て
示
せ
る
所
謂
甲
南
地
方
及
之
れ
さ
隣
議
せ
る
三

重
原
阿
山
郡
地
方
戸
斜
勤
線
じ
て
一
万
す
〉
に
於
て
は
現
在
風
化
凝
灰
岩
そ
連
年
施
用
し
で
化
壊
肥
料
の
節
減
令
圃
っ
て
居
る
。
而
し
て
凝
灰

山
石
探
調

ω際
に
は
木
葉
、
樹
木
.
貝
介
、
魚
頭
、
晶
顛
等
の
化
石
・
か
編
曲
す
る
ニ
さ
あ
る
け
れ
き
も
(
第
四
園
舎
照
)
之
れ
は
該
袋
石
の
成

有
姐

.

.

.
 、、，
.. kr
u
H
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2
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。
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1
6
4
r
目

n
a
'
J
4
4
Z
H
E
I
g
R
n
E
U
O
2
2
2
ド
F
a
-
-
M
T
H
g
4

，F
・じ

女
献
に
倒
す

べ
き
も
の
全
く
な
く
頗

る
図
録
に
し
て
詳
で
な
い
が
、
多
敏

ω現
存
長
老
者
の
言
セ
綜
合
す
れ
ば
約
百
五
十
年
以
前
、
天
明
年
聞
に
於
て
利
用
し
た
ニ
ミ
を
以

τ其

の
嶋
ιA
さ
す
る
も
の
の
切
〈
‘
其
後
立
十
年
経
渇
し
た
天
保
年
聞
に
大
原
村
大
字
相
模

ω入
、
杉
本
最
右
衛
門
氏
が
相
模
小
学
山
滞
じ
て
大

原
舗
の
製
造
じ
着
手
し
た
頃
じ
は
可
わ
ゆ
h

り
の
施
閉
が
あ
り
、
漸
弐
増
加
し
て
明
治
年
閉
じ
は
利
用
的
最
高
量
に
遣
し
た
事
は
現
存
長
老
者
の

雷
に
徴
し
て
も
明
か
で
あ
る
。

向
ニ
の
凝
灰
岩
利
用
の
動
機
に
つ
い
て
調
貸
せ
る
所
を
摘
摩
す
れ
ば
.
ハ
一
)
自
然
現
象
に
よ

O
凝
灰
岩
の
尉
纏
し
た
る
ち
の
近
港
の
水
田

に
入
り
込
み
し
じ
由
来
す
る
も
の
.

f

一
ご
水
田
畦
畔
令
修
理
す
る
の
材
料
さ
し

τ該
岩
石
な
使
用
せ
し
に
其
の
一
都
は
水
旧
内
に
暢
落
せ
る

己
由
来
す
る
・
も
の
.
ハ
三
)
新
国
閥
銭
じ
奮
越
し
た
る
時
代
山
腹
信
関
知
し
て
水
田
さ
な
し
た
る

C
由
来
す
・
匂
む
の
等
其
説
極
々
で
あ
る
。
要

は
偶
然
ざ
水
田
に
該
岩
石
川
ケ
自
然
混
入
す
る
あ
り
て
撚
ら
ず
る
水
田
よ
り
も
水
輔
の
生
宵
良
好
な
る
匙
に
注
目
し
擾
灰
岩
の
所
合
成
分
の
劫

呆
を
鶴
醜
し
て
利
用
の
端
緒
を
得
た
ち
の
さ
考
副
黙
す
る
も
の
で
あ
る
。

風
化
凝
灰
岩
の
名
輔
じ
は

3
9
.
S
F
U
J
Y
.
ズ
-
-
u
J
.

メ
キ
シ
コ
.
J
J

・
-
ン
ョ
、
ズ

p
y
=
、
ズ
品
ン
ョ
.
ズ

9
ン
、
ズ
ホ
ン
.
.
 y
ニ
ン

ダ
ラ
、
ザ
グ
等
十
品
開
種
あ
る
。
ニ
の
名
岨
帽
の
祖
原
は
卸
ち
麗
灰
岩
施
用
の
趨
原
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あ
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す
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Tho writer is studying on the rela.tion of the rice cQlture a.nd the、vea.th町 edtuff f1tiliza.tion for the R∞ding pa.d.ly 
fields due to physica.l and chemkaJ pr句寓rtyof hea.vy c1a.y回 ila.t 50百thernp:Lrt of Ko伊.Shiga. in Ja.pan. (Fig. 1.) At 

firtst， he will introduce the general g出)gra.phy，ge:>logy， soil chara.cter a.nd the spec!ality c.f the rice culture of this 

district， and report the following r閣官ltsobta.ined on the history of the tuff uti¥ization fOr it : 

1. Kogl‘is the only district in Shig:a which is not faced to the great la.ke Biwa， a.nd is surrounded by mountains， 
and ∞ns句uenUythe pa.ddy fields are terra.ced likely at~Phillip仲間. The form of the rice cu!ture in this district ha. 

the following speciality: 

A. The pa.<ldy fields in this district a.re fioO<ting fields， a.nd are fi∞ding the wa.t町 thraughoutthe yea.r. 

B. Y~r by yea.r the paddy fields in this district a.re utilized the wea.thered tuff mixturing the organic substa.nc国

くFigs.2， S， and o). 

2. The orlgin of the utifiza.tion of Ihe wea.thered tuff for the pa.ddy fie:ds in this district is likely to have begun 

a bout 150 yeus before. 

3. It is likely to think the cause of the utiliza.tion of the weathered luff that in the paddy ficld 削減uredthe weatb-

ered tulf accidentl y tbe rice indica.ted tbe better growth tha.n in tbe paddy field never mixtured it. 

4. There a.re rnany local na.m国 forthe w師 theredtu匠thisdistrlct， but tbe most utllized na.me is“ZQninko." 

Expla.na tion of Fig町田.

Flg. 1. The rna.p of tbe "Konan" region of Shtga.. 
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